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神原 信志 教授

清掃活動「春のクリーン
キャンパス」を実施しました。
岐阜大学は、平成21年に『環
境ユニバーシティ』を宣言し、
環境に配慮した大学づくり
に継続して取り組んでおり、
環境対策活動の一環として、
年２回クリーンキャンパスを
行っています。当日は、役員を
はじめ教職員や学生798名の参加があり、キャンパス内
やキャンパス周辺を流れる新堀川の川沿いなどの清掃活
動を行いました。

岐阜大学では、平成22年度から岐阜大学基金による
事業の一環として、応援奨学生の制度を実施していま
す。これは、人物および学業成績において優れ、他の学
生の模範となる学生に奨学金を支給するものです。

平成29年度は各学部、各研究科より推薦を受け、24
名の応援奨学生が決定しました。

春のクリーンキャンパスを実施しました 応援奨学生決定通知書交付式を
実施しました 平成29年４月19日（水）

岐 阜 大 学 の とりくみ
Apr.2017→Sep.2017Topics

4月に開催された「第９回学生金型グランプリ」において岐阜大学
の学生チームが「プレス金型部門」で優勝、「プラスチック金型部門」
で銀賞を獲得し、両部門併せて今年で４年連続の金賞を受賞しまし
た。また、7月にフランスのタルブで行われた「C'SPACE2017」にお
いて、「缶サット大会」に出場した工学部機械工学科のチームが優勝。
8月に台湾で行われた「アジアブリッジコンテスト2017」において工
学部社会基盤工学科のチームが「美観部門」で優勝しました。それぞ
れ、今回の成果について、学生チームおよび指導教員による森脇久隆
学長への報告会を行いました。

岐阜大学生チームが「第９回学生金型グランプリ」
「C'SPACE2017 缶サット大会」「アジアブリッジコン
テスト2017 美観部門」で優勝しました

平成29年4月12日（水）〜15日（土）・7月15日（土）～22日（土）・8月14日（月）～18日（金）

平成29年5月24日（水）

活力ある地域社会の形成や発展、
人材育成に寄与することを目的に
笠松町と4月17日（月）に連携に関
する協定を締結しました。また、公
益財団法人岐阜観光コンベンショ
ン協会と5月26日（金）に包括連携
協定を締結しました。この協定は、
地域における知的基盤の強化を図
り、国内外から多様な人材が集積・
交流する取り組みを行うため、相互
の連携・協力を目的としています。

平成29年度入学式を4月7日（金）に長良川国際会議
場で行い、学部学生1,328人、大学院学生611人が入学
しました。森脇久隆学長が告
辞を述べて激励し、教育学部
の田上千紘さん、地域科学研
究科の江慧君さんが宣誓を
行いました。

また、4月14日（金）には岐
阜大学講堂で、平成29年度
大学院連合農学研究科と大
学院連合獣医学研究科入学
式を行いました。

笠松町と連携に関する協定、岐阜観光コンベ
ンション協会と包括連携協定を締結しました

平成29年度入学式を行いました

平成29年4月17日（月）・5月26日（金）

平成29年4月7日（金）・14日（金）

「第９回学生金型グランプリ」学長への報告会の様子

「缶サット大会」学長への報告会の様子

「アジアブリッジコンテスト2017」学長への報告会の様子
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生命の鎖統合研究
センターは、学内の秀
でた研究者を学長の
リーダーシップのも
とトップダウンで融
合した生命科学の研
究拠点であり、糖鎖
などの生体分子の構
造と機能に関する基礎研究およびそれらを応用したオー
ダーメイド医療を目指す新拠点として、平成28年10月に
発足しました。開所式後の交流会では、研究者と来賓、参
加者との情報交換が活発に行われました。

岐阜大学大学院連合創薬
医療情報研究科は国立研究
開発法人国立長寿医療研究
センター、岐阜県保健環境研
究所および研究科と、教育研
究に係る連携・協力に関する２者間協定をそれぞれ締結
しました。今回の協定締結により、学生が広い視野を身
に付ける機会を得ることができ、学位取得後も近隣地域
を含めた多様な箇所で活躍できる力を養う一助になると
期待されます。

岐 阜 大 学 の とりくみ
Apr.2017→Sep.2017Topics

ブロック玩具「レゴ」を使って製作したロボットの能
力などを競う「FLL（ファ－ストレゴリーグ）」の世界大会
で、教育学部附属中学校２年の小野新知翔さんのチーム
が、AWARD"Honorable Mention"を受賞しました。小野
さんは、副校長への受賞報告で「今回の経験を活かして、
今後もさらに活躍していきたい」と抱負を語りました。

9月3日（日）に名古屋市の日本ガイ
シフォーラムで開催された「そろばん・
あんざん中部カップ2017」で、教育学
部附属小学校５年の不破花菜さんが
総合優勝しました。大会には中部9県
から、子どもから大人まで総勢500名
が参加。小学生が同大会で総合優勝す
るのは初めてです。

生命の鎖統合研究センター開所式を
開催しました

国立研究開発法人国立長寿医療研究セ
ンターおよび岐阜県保健環境研究所との
教育研究に係る連携・協力に関する協定
を締結しました

教育学部附属中学校2年
小野新

に ち か

知翔さんがレゴの世界大会で、
AWARD“Honorable Mention”を
受賞しました

教育学部附属小学校５年
不破花

は な

菜さんが「そろばん・あんざん
中部カップ2017」で総合優勝しました

平成29年度秋季岐阜大学大学院
連合農学研究科ならびに連合獣医学
研究科の学位記授与式を、9月22日

（金）に岐阜大学講堂にて行いました。
両研究科の博士課程および論文博士
の修了者を対象として、森脇久隆学
長から修了者一人ひとりに学位記を
授与しました。両研究科の修了者数は下記の通りです。

■ 連合農学研究科　　博士課程３名、論文博士２名
■ 連合獣医学研究科　博士課程４名、論文博士３名

平成29年度秋季岐阜大学大学院連合農学
研究科・連合獣医学研究科 学位記授与式
を挙行しました 平成29年9月22日（金）

平成29年5月19日（金）～21日（日）

平成29年9月3日（日）

岐阜大学と大学間学術
交流協定を締結している
タイ国教育省基礎教育委
員会事務局（OBEC）が、
タイのバンコクで「第1回
特別支援教育国際シンポ
ジウム：学校から職場へ」
を開催し、8カ国から約500名が参加しました。OBECか
ら岐阜大学へはシンポジウムへの参加だけでなく、運営
に関しても助言・指導の依頼があり、文部科学省、岐阜大
学が支援して第1回を開催する運びとなりました。

「第1回特別支援教育国際シンポジウム」
が開催されました

平成29年8月29日（火）・30日（水） 岐阜大学講堂にて、第
68回創立記念日行事を
開催しました。森脇久隆
学長からは、岐阜大学が
地域密着型の中核拠点に
なり、さらに特徴的な分
野で国際的拠点になるこ
とで社会の中で大きな役
割を果たしていく決意が
語られました。また、昨
年度に引き続き、同窓会連合会会長表彰と、その受賞者
による講演が行われました。

第68回創立記念日行事を開催しました
平成29年6月1日（木）平成29年6月2日（金）

平成29年9月6日（水） 工学部社会基盤工学科の髙木
朗義教授が「第19回国土技術開
発賞」において「創意開発技術賞」
を受賞しました。髙木教授が一般
社団法人Do It Yourselfの東喜朗
氏と共同開発したアプリ「減災教
室」は、これまで講座や訓練の機
会のみにとどまっていた防災活
動をより身近にし、多くの人に防
災・減災に関心を持ってもらうことができます。7月31日

（月）には、森脇久隆学長への報告会が行われました。

工学部 髙木朗義教授が国土技術開発賞 
創意開発技術賞を受賞しました

平成29年7月27日（木）

応用生物科学部4年 古澤長流さんが
「第8回てんしき杯学生落語王者決定戦」
王者に輝きました

「インフラミュージアム設置記念式典」
を開催しました

「第８回てんしき杯学
生落語王者決定戦」の決
勝トーナメントが8月20
日（日）に岐阜市のじゅう
ろくプラザで開催され、

「ながら家千兵衛」こと古
澤長流さん（応用生物科学部4年）が優勝しました。古澤
さんは、９月４日（月）に落語研究会OBである石田教授
とともに、学長室を訪問。「台本の構成力が評価されて嬉
しかった」と受賞の喜びを報告しました。

岐阜大学講堂にて「イ
ンフラミュージアム設置
記念式典」を開催しまし
た。この施設は、プレスト
レストコンクリート橋、鋼
橋、トンネル、盛土の建設
過程が学べる構造物モデルを構築し、ME養成講座、大学
院インフラマネジメントリーダー育成プログラムにおける
維持管理技術者の育成とともに、戦略的イノベーション創
造プログラムのインフラ維持管理・更新・マネジメント技
術で開発されている点検技術の検証に役立てるものです。

平成29年8月21日（月）

岐阜大学医学部本館大
会議室にて、「忠北大学医
学部（韓国）－岐阜大学医学
部学生交流プログラム10
周年記念式典」が執り行わ
れました。このプログラム
は、平成20年に、当時岐阜大学医学部の教授であった清
水名誉教授と忠北大学医学部のキム教授の縁で始まりま
した。以来、隔年で学生の受け入れおよび派遣を相互に
行っており、総交流人数は約250名になります。

「忠北大学医学部－岐阜大学医学部学
生交流プログラム10周年記念式典」
を開催しました

岐阜大学大学院教育学研究科教職実践開発専攻は独立
行政法人教職員支援機構と連携協力に関する協定を締結
しました。この協定は、両機関が相互に連携・協力し、教
員の研修に関する諸課題に的確に対応することを目的と
しています。これにより、双方が連携し、岐阜県における
教員養成の高度化に向けた研修開発等に取り組みます。

大学院教育学研究科が教職員支援機構と
連携協力に関する協定を締結しました

平成29年6月26日（月）

平成29年8月10日（木）平成29年8月20日（日）
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窒
素
酸
化
物
の
研
究
過
程
で

水
素
の
新
た
な
製
造
法
を
発
見

　

現
在
、次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
、水
素
と
空
気
中
の
酸
素
を
反
応

さ
せ
て
発
電
す
る「
燃
料
電
池
」
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
学
生

時
代
か
ら
石
炭
の
ガ
ス
化
に
関
す

る
研
究
に
携
わ
り
、民
間
企
業
に
就

職
後
も
長
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、主
に
石
炭
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使
わ
れ

る
火
力
発
電
の
研
究
開
発
に
従
事

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、石
炭
以

外
の
研
究
を
発
展
さ
せ
た
い
と
、平

成
15
年
に
岐
阜
大
学
の
助
教
授
と

な
り
ま
し
た
が
、そ
の
頃
か
ら
近
い

将
来
、〝
水
素
社
会
〟が
実
現
す
る

と
言
わ
れ
始
め
て
お
り
、私
自
身
も

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
大
き
な
可
能

性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
本
格
的
に
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
研
究
を
始
め
た
の
は
５
年

ほ
ど
前
で
、そ
れ
ま
で
は
、大
気
汚

染
の
原
因
と
な
る
N
O
X（
窒
素
酸

化
物
）の
環
境
負
荷
を
軽
減
す
る
た

め
、ア
ン
モ
ニ
ア
を
使
っ
て
N
O
X
を

無
害
化
す
る
研
究
を
進
め
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、プ
ラ
ズ
マ
を
応

用
し
て
N
O
X
を
分
解
除
去
す
る
方

法
を
開
発
す
る
中
で
、プ
ラ
ズ
マ
を

用
い
る
こ
と
で
ア
ン
モ
ニ
ア
か
ら
簡

単
に
水
素
が
生
成
で
き
る
こ
と
を

発
見
し
た
の
で
す
。平
成
23
年
に
は

こ
の
発
見
を
発
展
さ
せ
る
形
で
、大

気
圧
プ
ラ
ズ
マ
を
利
用
し
、常
温
か

つ
無
触
媒
で
ア
ン
モ
ニ
ア
を
水
素

と
窒
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解
し
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造
す

る
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世
界
で
初
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開
発
し

ま
し
た
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従
来
の
ア
ン
モ
ニ
ア
分
解
に
使

わ
れ
る
触
媒
反
応
法
で
は
、ア
ン
モ

ニ
ア
を
４
０
０
～
８
０
０
℃
の
高
温

に
す
る
必
要
が
あ
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上
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価
な
貴

金
属
を
触
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い
る
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ネ

ル
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率
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悪
く
て
高
コ
ス
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し
か
し
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た
ち
が
開
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常
温
無
触
媒
水
素
製
造
法
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は
、こ
う
し
た
課
題
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解
決
す
る
画

期
的
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方
法
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し
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。
た
だ
、従
来

の
方
法
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同
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応
し
き
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ア
ン
モ
ニ
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残
留
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造
し
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水
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そ
の
ま
ま
燃
料
電
池
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す
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が
あ
り
ま
し
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。

そ
こ
で
平
成
24
年
に
、電
装
品
メ
ー

カ
ー
の
澤
藤
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開
発
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た
の
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ラ
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マ
メ
ン
ブ
レ
ン
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ア
ク
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圧
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い
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モ
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解
し
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モ
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取
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ア
ン
モ
ニ
ア
か
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水
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製
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す
る
装
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開
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大
規
模
な
社
会
実
験
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行
い
、
水
素
社
会
実
現
の
先
駆
け
に
。

装
置
で
す
。水
素
の
分
解
率
は
２
倍
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上
昇
し
、純
度
9
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9
9
9
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と
い
う
高
純
度
の
水
素
の
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造
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可
能
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な
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ま
し
た
。
ま
た
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リ
ア
ク
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プ
ラ
ズ
マ
発
生
用
高

電
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電
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水
素

製
造
装
置
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試
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開
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。こ
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装
置
か
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、

燃
料
電
池
で
発
電
で
き
る
こ
と
も

確
認
し
ま
し
た
。

水
素
の
貯
蔵
・
運
搬
手
段
と
し
て

手
軽
な
ア
ン
モ
ニ
ア
を
活
用

　

そ
も
そ
も
水
素
は
体
積
あ
た
り

の
重
量
が
小
さ
く
、貯
蔵
や
運
搬
に

液
化
や
高
圧
圧
縮
を
す
る
必
要
が

あ
り
、扱
い
が
難
し
い
点
が
大
き
な

課
題
で
す
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
、手
軽
に
扱
え
、安
価
な

ア
ン
モ
ニ
ア
で
す
。
私
た
ち
が
開
発

し
た
新
た
な
水
素
製
造
装
置
を
用

い
れ
ば
、今
後
は
ア
ン
モ
ニ
ア
を
貯

蔵
・
運
搬
し
、必
要
な
時
に
必
要
な

場
所
で
分
解
し
て
水
素
を
製
造
・
供

給
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
そ
う
な

れ
ば
、最
近
注
目
を
集
め
る
燃
料
電

池
自
動
車
へ
の
水
素
供
給
や
、水
素

供
給
ス
タ
ン
ド
の
設
置
、燃
料
電
池

発
電
機
の
普
及
な
ど
を
通
じ
、水
素

プラズマメンブレンリアクターは二重構造になっており、外筒
は石英ガラスを使用。内筒は穴の開いた薄い鉄板に、厚さ20
マイクロメートルのパラジウム合金製の水素分離膜を溶接し
て、水素分離膜そのものをプラズマ発生用の電極としている。
アンモニアを外筒と内筒の間に流し込み、電圧を加えてプラ
ズマを発生させて水素と窒素に分離すると、水素原子だけが
内筒の分離膜の表面に吸着して内部に透過し、さらに水素原
子同士が結合して水素が生成される。製造された高純度の水
素は、燃料電池に供給して発電することも可能。

アンモニア 燃料電池プラズマメンブレンリアクター

接地電極

大気圧
プラズマ

水素分離膜を溶接した
高電圧電極
水素分離膜を溶接した
高電圧電極

NH3NH3

分解分解

水素原子（H）
のみ透過
水素原子（H）
のみ透過 水素原子（H）

が結合
水素原子（H）
が結合

NN
HH

HH2

アンモニア（NH₃）
供給

水素（H₂）
供給

発電

岐阜大学次世代エネルギー研究センター センター長
岐阜大学大学院工学研究科 環境エネルギーシステム専攻

神原 信志 教授 
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アンモニアを原料とする水素製造装置の仕組みと活用

貯蔵・輸送しやすいアンモニアから
高純度の水素を製造する世界初の装置を開発

八百津町での社会実験を通じて
水素エネルギーを中心とした
次世代のインフラの構築を目指す。

特　集

インフラ
イノベーション



し
て
の
水
素
の
大
き
な
可
能
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
に
岐

阜
大
学
は
、
岐
阜
県
、
八
百
津
町
、

民
間
企
業
３
社
と
、「
水
素
社
会
の

実
現
に
向
け
た
産
官
学
連
携
協
定
」

を
締
結
。
水
素
を
活
用
し
た
新
た

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
し
、
水
素
社
会
の
実
現
に

向
け
、八
百
津
町
を
モ
デ
ル
地
域
と

し
た
社
会
実
験
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
社
会
実
験
は
、
岐
阜
大
学
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
の

前
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
野
々
村
修
一

教
授
が
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
岐
阜

県
の
中
山
間
地
域
に
普
及
さ
せ
よ

う
と
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
下
地

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
社
会
実
験
の
テ
ー
マ
は
、

「
地
産
地
消
の
C
O
2
フ
リ
ー
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
で

す
。
具
体
的
に
は
、八
百
津
町
久
田

見
に
設
置
予
定
の
太
陽
光
発
電
や

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
で
き
た

電
力
を
使
い
、
水
を
酸
素
と
水
素

に
分
解
し
て
水
素
を
製
造
し
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
、
将
来
的
に
は
他
の

バ
イ
オ
マ
ス
や
下
水
汚
泥
か
ら
も

水
素
を
作
り
、移
動
式
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
輸
送
・
供
給
す
る
仕
組
み

を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

余
剰
の
水
素
は
ア
ン
モ
ニ
ア
に
変

え
、ア
ン
モ
ニ
ア
ボ
ン
ベ
と
し
て
貯

蔵
・
輸
送
し
、電
力
利
用
地
で
水
素

に
変
換
し
て
発
電
さ
せ
る
仕
組
み

も
作
り
上
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
八
百
津
町
で
地
産

さ
れ
る
、
利
用
段
階
で
C
O
2
を
排

出
し
な
い
ク
リ
ー
ン
な
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
シ
ス
テ
ム
の
構
築

は
、一
般
家
庭
に
地
産
地
消
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
供
給
す
る
だ
け
で
な
く
、工

場
に
安
価
で
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
提
供
も
で
き
、地
域
へ
の
企

業
誘
致
の
起
爆
剤
に
な
る
と
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、水
素

を
安
定
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
と
同
時
に
、
燃
料
電
池
に

よ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
モ
バ
イ
ル
製

品
な
ど
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
中
で
も
新
産
業
と
し

て
特
に
有
望
と
感
じ
る
の
が
、
産

業
用
燃
料
電
池
発
電
機
で
す
。
こ

れ
は
従
来
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

に
比
べ
て
静
か
で
、
排
気
ガ
ス
も

出
ま
せ
ん
。
海
外
で
は
送
電
線
が

行
き
渡
っ
て
お
ら
ず
、発
電
機
を
活

用
す
る
地
域
も
多
い
た
め
、
商
品

化
が
実
現
す
れ
ば
、
世
界
規
模
で

市
場
が
見
込
め
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
ま
ず
は
八
百

津
町
で
の
社
会
実
験
を
軌
道
に
乗

せ
る
こ
と
。燃
料
電
池
を
使
っ
た
新

製
品
は
そ
こ
か
ら
徐
々
に
生
ま
れ

て
く
る
は
ず
で
す
。
実
際
、昨
年
に

は
燃
料
電
池
の
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
を
試
作
し
、
そ
れ
を
八
百
津

町
役
場
に
設
置
し
て
、
観
光
客
に

利
用
し
て
も
ら
お
う
と
計
画
中
で

す
。
ま
た
、小
指
大
程
度
の
ア
ン
モ

ニ
ア
ボ
ン
ベ
を
コ
ン
ビ
ニ
で
販
売

し
、燃
料
電
池
の
発
電
機
を
使
っ
て

ど
こ
で
も
発
電
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
手
掛
け
る
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、従
来
の
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
あ
り
方
を
劇
的
に
変

え
る
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ

て
い
ま
す
。
過
疎
化
が
進
む
地
域

で
、地
産
地
消
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
創
出
し
、そ
れ
が
地
方
創
生

の
モ
デ
ル
と
な
る
。そ
ん
な
未
来
の

イ
ン
フ
ラ
の
先
駆
け
と
し
て
、今
後

も
研
究
に
力
を
注
ぐ
考
え
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
流
れ
が

社
会
に
一
気
に
広
ま
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
水
素
製
造
装
置
を
使

え
ば
、一
般
家
庭
で
も
L
P
ガ
ス
と

同
じ
大
き
さ
の
ボ
ン
ベ
に
ア
ン
モ

ニ
ア
を
貯
蔵
し
、そ
こ
か
ら
製
造
し

た
水
素
を
使
っ
て
燃
料
電
池
で
発

電
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ち
な

み
に
、
水
素
に
よ
る
発
電
は
C
O
2

（
二
酸
化
炭
素
）を
一
切
排
出
し
ま

せ
ん
。
パ
リ
協
定
で
は
一
般
家
庭
の

C
O
2
を
40
％
削
減
す
る
目
標
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
ア
ン
モ

ニ
ア
ボ
ン
ベ
を
使
え
ば
、家
庭
か
ら

出
る
C
O
2
は
従
来
の
発
電
に
比
べ

大
幅
に
削
減
で
き
ま
す
。

水
素
社
会
実
現
に
向
け

八
百
津
町
で
社
会
実
験
を
開
始

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
開
発
を
通
じ
、

私
た
ち
は
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

まだ夢物語の段階ではありますが
私たちが研究した技術が世の中に普及し
社会が変わると思うとワクワクします。

水素エネルギー社会に貢献するという
明確なテーマがあるからやりがいも大きい。
今の研究を商品化に繋げることが目標です。

岐阜大学大学院工学研究科 環境エネルギーシステム専攻
岐阜大学工学部 化学・生命工学科

早川 幸男 助教

岐阜大学大学院自然科学技術研究科 博士前期課程
エネルギー工学専攻1年

静谷 公汰 さん

　私は学生時代から神原先生の研究室に所属し、博士前
期課程を経て一旦就職したものの、２年ほどで博士後期
課程に戻り、今年から助教を務めています。神原先生の研
究室を選んだのは、社会でどう役立つのかを意識し、利用
用途をきちんと定めている点に魅力を感じたからでした。
　私の研究内容は、博士課程に所属していた頃から続けて
いる、アンモニアから水素を得るための大気圧プラズマの
研究です。同じように水素を得る技術には熱分解触媒が
ありますが、こちらは分解・生成・分離という3つの工程
が必要です。一方、私たちの方法では、分解から分離まで
を１ステップで行えるのが最大の特長であり、純度の高い
水素を連続的に得ることができます。ただ、アンモニアは
窒素と水素が結合した単純な構造をしているものの、効率
良く分解しようとすると思うようにいきません。それが研
究の難しいところですし、面白さでもあります。
　夢物語のような話ではありますが、将来的に私たちが研
究開発した基礎技術が世の中に普及し、社会を変えていく
様を想像するとワクワクしますし、それこそがこの研究に
携わる一番の醍醐味だと思います。

　私が神原研究室を選んだ理由はいくつかありますが、そ
のうちの一つが、神原先生の授業を受けた時、民間企業で
勤務していた頃のお話を聞き、将来の就職先を考えるうえ
で民間企業との繋がりが強いことに魅力を感じたことで
した。また、学部時代に所属した生命化学工学科では、高
分子化学や有機化学などの分野があるものの、私の個人
的な感想としては、どれも非常に複雑で、いまいちどんな
分野に役立つのかがイメージできませんでした。その点、
神原先生の研究は、水素エネルギー社会に貢献するとい
う明確な方向性があり、とても魅力的に感じたのです。
　私は現在、プラズマメンブレンリアクターを使い、アン
モニアから水素を製造する実験を行っていますが、神原研
究室では、新しい実験をやりたいと申し出た時、それを止
められることはまずありません。学生たちの主体性を尊
重し、学会への参加などを通じて、社会に通用する技術者
を育てたいと考えてくださっていることが分かります。だ
からこそ、神原研究室の名に恥じない社会人になりたいと
強く思いますし、現在携わる水素製造機を商品化に繋げ、
広く世の中に普及させることができれば嬉しいです。

研究室メンバーインタビュー

新産業・
新製品の創出

高効率太陽光発電
木質バイオマス発電

水蒸気プラズマ
水素製造装置 アンモニア製造装置 水素製造装置

燃料電池自動車

移動式水素ステーション

発電所、焼却炉での
硝酸製造装置

▶︎ アンモニア燃料電池発電機
▶ 燃料電池モビリティ
▶ ディスペンサー
▶ モバイル燃料電池
▶ 定置型・非常用燃料電池

バイオマスや下水汚泥
などから水素製造
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地産地消のCO2フリー水素エネルギーシステム

CO₂フリー発電 CO₂フリー水素製造 NOXから硝酸製造

アンモニアから水素製造液化アンモニア化CO₂フリー水素製造

水素・アンモニアの安定供給

水素の輸送・利用

新産業創出

電力

水素

水素

水素アンモニア

硝酸（HNO₃）

FCV

H2

ア
ン
モ
ニ
ア



阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は

救
助
活
動
の
詳
細
が
把
握
で
き
ず

私
が
防
災
に
興
味
を
持
ち
始
め

た
の
は
、
大
学
在
学
中
に
発
生
し
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
未
曾
有
の
大
災
害
を
目
の
当

た
り
に
し
、
私
に
も
何
か
貢
献
で
き

る
こ
と
が
な
い
か
と
、
防
災
関
係
の

研
究
室
を
選
択
し
た
の
で
す
。
防
災

に
は
、
建
築
物
の
耐
震
補
強
な
ど
の

ハ
ー
ド
面
と
防
災
訓
練
な
ど
の
ソ
フ

ト
面
が
あ
り
ま
す
。
私
は
ソ
フ
ト
面

に
注
目
し
、
死
傷
者
が
発
生
す
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
と
そ
れ
に
基
づ
い

た
減
災
対
策
に
関
す
る
研
究
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

地
震
の
救
助
活
動
の
中
心
と
な
る

詳
細
な
調
査
分
析
を
踏
ま
え
て

訓
練
を
実
態
に
即
し
た
内
容
に

熊
本
地
震
の
調
査
は
、
警
察
庁
の

担
当
者
が
聞
き
取
り
を
行
っ
た
救
助

者
に
対
し
、改
め
て
調
査
シ
ー
ト
に
記

入
し
て
も
ら
う
形
で
進
め
ま
し
た
。

絵
を
用
い
て
倒
壊
家
屋
の
状
況
を
パ

タ
ー
ン
化
し
て
示
す
な
ど
、
閉
じ
込

め
状
況
を
詳
し
く
知
る
た
め
に
調
査

シ
ー
ト
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
収
集
し
た
情
報
を
分
析
し

た
結
果
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
の
共

通
点
や
相
違
点
な
ど
が
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。

熊
本
地
震
で
は
、震
度
７
の
前
震

が
起
こ
っ
た
た
め
、本
震
発
生
時
に
は

す
で
に
多
く
の
救
助
隊
が
現
場
に
駆

け
つ
け
て
い
た
稀
な
ケ
ー
ス
で
す
。
ま

た
、余
震
が
続
き
、避
難
所
や
屋
外
に

避
難
し
て
い
た
人
や
す
ぐ
に
屋
外
に

避
難
で
き
る
準
備
を
し
て
い
た
人
が

多
か
っ
た
こ
と
で
、倒
壊
建
物
数
に
比

べ
る
と
死
傷
者
が
少
な
く
抑
え
ら
れ

た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。救
助
に
つ

い
て
は
、柱
・
梁
な
ど
の
構
造
部
材
に

よ
っ
て
圧
迫
を
受
け
て
い
る
場
合
、救

助
に
か
か
る
時
間
が
長
く
な
る
傾
向

な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
得
た
、
熊
本
地
震
の
救

助
状
況
の
情
報
は
、
す
で
に
訓
練
ユ

ニ
ッ
ト
を
用
い
た
救
助
訓
練
に
活
か

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
２
月
、岐

阜
県
で
訓
練
が
行
わ
れ
た
時
に
も
、

熊
本
地
震
で
の
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救

助
状
況
を
再
現
す
る
な
ど
、調
査
を

め
て
重
要
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

岐
阜
大
学
で
は
平
成
27
年
に「
清

流
の
国
ぎ
ふ 

防
災
・
減
災
セ
ン
タ
ー
」

を
立
ち
上
げ
、防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
講

座
な
ど
を
通
じ
て
地
域
防
災
を
担
う

人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
防
災

と
い
う
と
、ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
動
く
体

育
会
系
の
集
団
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を

抱
く
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

む
し
ろ
そ
れ
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

防
災
に
は
多
角
的
な
視
点
が
不
可
欠

で
す
。
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
や
り
な

が
ら
多
く
の
人
を
巻
き
込
ん
で
い
く

方
が
で
き
る
こ
と
は
多
く
、多
領
域
に

広
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
こ

に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が

あ
る
防
災
を
、も
っ
と
明
る
く
前
向
き

に
捉
え
、み
ん
な
が
楽
し
ん
で
取
り
組

め
る
も
の
に
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

倒
壊
家
屋
に
お
い
て
、状
況
に
応
じ
た

救
助
が
で
き
れ
ば
、人
の
命
を
助
け
ら

れ
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
救
助
記

録
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、家
屋
の
倒
壊
や

閉
じ
込
め
状
況
、救
助
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、詳
細
な
調
査
が
行
わ
れ
た
事
例

は
ご
く
わ
ず
か
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

十
分
な
調
査
デ
ー
タ
が
な
く
、救
助
の

体
系
化
が
で
き
て
い
な
い
状
況
が
続

い
て
い
た
の
で
す
。

平
成
27
年
に
は
、
警
察
庁
に
お
い

て
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
助
訓
練
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
、倒
壊
現
場
を
再

現
し
た
訓
練
ユ
ニ
ッ
ト
が
製
作
さ
れ

ま
し
た
。
た
だ
、前
述
の
通
り
、大
規

模
災
害
時
の
救
出
状
況
を
伝
え
る
情

報
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、建
物
の
倒
壊
を
再
現
し
て
は
い
る

も
の
の
、災
害
時
の
実
態
を
反
映
す
る

ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
折
、熊
本
地
震
が
発
生
し
た
の

で
す
。
す
る
と
、私
の
元
に
連
絡
が
入

り
ま
し
た
。
災
害
現
場
を
詳
し
く
調

査
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
警
察

庁
の
訓
練
担
当
者
か
ら
、倒
壊
家
屋

に
お
け
る
救
助
活
動
の
調
査
協
力
を

要
請
さ
れ
た
の
で
す
。

踏
ま
え
て
よ
り
実
態
に
即
し
た
形
に

進
化
し
て
い
る
の
で
す
。

防
災
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
ず

も
っ
と
明
る
い
活
動
に
変
え
た
い

地
震
発
生
時
の
多
く
は
、
地
域
住

民
の
手
で
救
助
活
動
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お

い
て
も
、何
千
人
も
の
方
々
が
近
隣
住

民
の
協
力
で
救
助
さ
れ
た
と
推
察
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、地
域
防
災

の
現
場
で
は
「
み
な
さ
ん
が
助
け
な

い
と
い
け
な
い
」
と
言
わ
れ
る
わ
け

で
す
が
、地
域
の
方
々
は
何
の
訓
練
も

受
け
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、二
次
災

害
を
誘
発
さ
せ
る
こ
と
に
も
繋
が
り

か
ね
な
い
わ
け
で
、
今
回
の
調
査
を

通
じ
て
救
助
の
際
の
安
全
確
保
の
重

要
性
や
そ
の
方
法
な
ど
、ソ
フ
ト
面

で
の
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
、
改

岐阜大学流域圏科学研究センター

小山 真紀 准教授

警察庁警備局長感謝状が贈られました

無料オンライン講義の普及を目指す
JMOOCの公認サービス「gacco」
にて、小山准教授の講義「事例に学
ぶ災害対策講座」が平成30年3月
14日より開始いたします。詳細は
QRコードよりgaccoのホームペー
ジをご覧ください。

熊本地震での警察の救助活動に関
する調査分析に協力した功績が認
められ、平成29年6月2日、警察
庁警備局長感謝状を受けました。

小山准教授のオンライン講義が
無料で受けられます
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1.2.小山准教授が協力した熊本地震における救出救助活動の調査分析結果は、
すでに警察の訓練プログラムにフィードバックされている。熊本地震後の訓練
では、瓦礫など現場周辺の状況を再現しているほか、家屋に閉じ込められた人
を運び出す開口部の緊急補強の訓練などが行われるようになった。3.熊本地震
の前は、建物の倒壊状況と訓練設定の関連がやや分かりにくい状況だったこと
から、熊本地震以後は、ユニットの前に救助プロセスに関する情報をパネル掲
示し、訓練の想定をあらかじめ理解しやすいように工夫がなされている。

1

2

3

熊本地震の倒壊家屋

熊
本
地
震
で
の
救
助
活
動
に
関
す
る
調
査
分
析
に
協
力
。

研
究
の
経
験
を
ソ
フ
ト
面
で
の
防
災
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
生
か
す
。

特　集

インフラ
イノベーション



（図2）青色の蛍光発光化合物に、酸を加えた際の
発光色の変化を示したもの。酸を加えると徐々に
青色が薄くなり、塩基に対して2.5倍の酸を加え
ると白色になる。さらに酸を加えることで橙色に
変化する。一度、酸を加えて色を変化させた後、塩
基を加えることで再び青色に戻すことも可能。
（図3）蛍光発光化合物の色度座標。発光色が酸の
添加量に比例して、直線的な色の変化をしている
のが分かる。

（図2）

（図3）

（図1）

蛍光発光化合物を塗布したフィルム。
ブラックライトを照射すると酸性度に
応じて異なる蛍光色を発する。

（図1）村井教授が開発した新たな蛍光発光化合物の模式図（右）
と分子構造モデル（左）。五員環の部分と窒素原子が導入された
部分が大きくねじれている。

学部でさまざまな実験に関わ
るうち、自ら新たな化合物を生
み出す有機合成化学の面白さ
に惹かれ、村井研究室を選び
ました。現在はホウ素化合物
の酸性度を光の変化から調べ
る実験を行っています。難しい
反面、試行錯誤の末に期待通
りの成果が得られた時の達成
感は大きいですね。

岐大で生ま
れるもの。

最先端研究の
現場。

私たちは有機化合物の新たな合成方法を研究する過程で、特異な構造を持つ蛍光発光化合物を開発し、

それが酸との反応より多彩な色に変化することを発見しました。

この研究成果は論文誌「ChemistryOpen」に掲載されました。今後、この化合物が有機ELディスプレイや

化学センサーチップ、バイオセンサーなど、幅広い分野で応用されていくことに大きな期待を寄せています。

こ
の
新
た
な
蛍
光
発
光
化
合
物

は
有
機
化
合
物
で
あ
り
、従
来
蛍
光

灯
な
ど
に
使
わ
れ
て
き
た
無
機
化

合
物
に
比
べ
て
、
加
工
が
と
て
も
し

や
す
い
点
が
特
長
で
す
。
水
に
溶
か

し
た
り
、フ
ィ
ル
ム
に
固
定
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
幅
広
い
分
野
へ
の
応

用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
現
状
は
コ
ス

ト
や
耐
久
性
に
課
題
が
あ
る
も
の

の
、
有
機
E
L
照
明
や
有
機
E
L

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
ほ
か
、
有
害
物

質
を
検
知
す
る
た
め
の
化
学
セ
ン

サ
ー
な
ど
に
も
広
く
使
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、「
閑
散
と
し
た
場
か
ら
始

め
て
、そ
こ
が
集
い
の
場
と
な
る
よ

う
に
」
と
い
う
意
識
で
常
に
研
究
と

向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

す
で
に
賑
わ
っ
て
い
る
分
野
を
よ

り
深
く
広
く
研
究
す
る
こ
と
に
も

大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
が
、私
自

身
は
、常
に
未
開
の
地
を
探
求
す
る

よ
う
な
開
拓
者
で
あ
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
誰
も
入
っ
て
い
な
い

分
野
を
見
極
め
、新
発
見
を
見
逃
さ

ず
、追
い
求
め
る
。
今
後
も
そ
ん
な

人
で
い
ま
す
。

わ
れ
る
、
新
た
な
緑
色
の
化
合
物
の

合
成
に
成
功
し
た
こ
と
で
し
た
。
無

色
透
明
な
化
合
物
が
多
い
中
、
初
め

て
色
を
持
つ
化
合
物
の
世
界
の
奥
深

さ
に
気
付
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
岐
阜
大
学
に
戻
っ
て
実

験
を
重
ね
る
う
ち
、
私
は
「
三
成
分

連
結
法
」
と
い
う
新
た
な
合
成
方
法

を
見
出
し
ま
し
た
。
一
般
に
同
じ
反

応
容
器
に
A
、B
、C
の
３
つ
の
化
合

物
を
入
れ
る
と
組
み
合
せ
の
多
さ
か

ら
複
数
の
化
合
物
が
で
き
て
し
ま
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
硫
黄
を
含
ん
だ

特
定
の
化
合
物
を
利
用
す
る
と
、
き

れ
い
に
連
結
す
る
こ
と
を
発
見
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

な
ど
の
治
療
薬
に
使
わ
れ
る
物
質
を

合
成
す
る
う
え
で
、
と
て
も
有
益
な

方
法
に
も
な
り
得
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
連
結
法
を
研
究
す
る
中
で
偶
然

発
見
さ
れ
た
の
が
、
後
に
多
彩
な
発

光
を
示
す
こ
と
が
分
か
る
、
窒
素
原

子
を
含
む
小
さ
な
化
合
物
で
し
た
。

化
合
物
に
は
赤
や
青
な
ど
に
発

光
す
る
も
の
が
多
数
あ
り
ま
す
が
、

基
本
的
に
そ
の
分
子
構
造
は
平
面

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
が
発
見

し
た
化
合
物
は
、
五
員
環
と
呼
ば
れ

る
５
つ
の
原
子
が
環
状
に
な
っ
た
部

分
と
、
窒
素
原
子
が
導
入
さ
れ
た
部

分
と
が
、
大
き
く
ね
じ
れ
た
構
造
に

な
っ
て
い
ま
す（
図
1
）。
こ
の
ね
じ

れ
た
部
分
に
外
部
環
境
の
変
化
が
加

わ
る
と
揺
れ
が
生
じ
、
色
が
変
わ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。

私
は
学
生
時
代
に
有
機
化
学
の

分
野
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の
中
で
も

有
機
合
成
化
学
を
研
究
す
る
道
を

選
び
ま
し
た
。
有
機
合
成
化
学
と

は
、
元
素
同
士
の
新
た
な
結
合
を
つ

く
っ
た
り
、
結
合
を
切
断
す
る
方
法

を
探
索
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
の

方
法
を
駆
使
し
て
天
然
・
非
天
然
有

機
化
合
物
を
提
供
す
る
学
問
の
こ
と

で
す
。
一
般
的
に
は
、
数
あ
る
元
素

の
中
で
も
、
多
く
の
化
合
物
に
組
み

込
ま
れ
る
炭
素
や
窒
素
、
酸
素
、
水

素
な
ど
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

周
期
表
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
個
性

を
持
つ
1
0
0
以
上
の
元
素
が
あ

り
、そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、

自
然
界
に
は
な
い
新
た
な
化
合
物
も

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
19
世
紀

以
降
、
多
く
の
科
学
者
が
取
り
組
ん

で
き
た
こ
の
分
野
に
、
私
も
大
き
な

魅
力
と
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

た
だ
、
当
初
私
が
合
成
し
て
い
た

化
合
物
は
す
べ
て
無
色
透
明
の
も

の
で
、
最
初
か
ら
色
に
着
目
し
て
い

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
工
学
博
士
と

な
っ
た
後
、
研
究
員
と
し
て
テ
キ
サ

ス
大
学
に
赴
任
し
、
磁
気
共
鳴
画
像

装
置（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）の
造
影
剤
な
ど
に
使

こ
れ
ま
で
、化
合
物
の
発
光
色
は
、

一
部
の
例
外
を
除
い
て
単
色
と
い
う

の
が
常
識
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
私

た
ち
が
発
見
し
た
化
合
物
は
、
酸
と

反
応
さ
せ
る
と
そ
の
酸
性
度
に
応
じ

て
色
が
多
彩
に
変
化
し
ま
す（
図
2
・

3
）。
た
だ
、酢
酸
な
ど
と
同
じ
一
般

的
な
酸
を
使
っ
て
実
験
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
青
か
ら
橙
ま
で
色
が
変
わ
る

こ
と
は
解
明
で
き
た
も
の
の
、
橙
色

に
変
わ
る
ま
で
酸
を
加
え
る
と
、
発

光
の
強
さ
が
低
下
し
て
き
れ
い
な

発
光
色
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、別
の
酸
を
試
し
、さ
ら
に
分
子
レ

ベ
ル
で
構
造
を
工
夫
し
た
と
こ
ろ
、

は
っ
き
り
と
し
た
橙
色
ま
で
を
出
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、通

常
、
白
色
発
光
は
異
な
る
発
光
色
を

示
す
化
合
物
を
複
数
組
み
合
せ
て
作

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
化
合
物
は

酸
と
塩
基（
ア
ル
カ
リ
）の
割
合
を
調

整
す
れ
ば
、
単
一
の
発
光
化
合
物
で

白
色
が
出
せ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の

で
す
。
し
か
も
、
酸
を
加
え
て
発
光

を
橙
色
に
変
化
さ
せ
た
後
も
、
塩
基

を
加
え
れ
ば
、
も
と
の
青
色
を
再
現

で
き
る
こ
と
も
判
明
し
ま
し
た
。
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多彩な蛍光を発する
ユニークな有機化合物を発見。
出会いが拓く新物質科学。

岐阜大学工学部化学・生命工学科

村井 利昭 教授

研
究
過
程
で
偶
然
出
会
っ
た
化
合
物
が

多
彩
な
蛍
光
発
光
を
示
し
、酸
を
加
え
る
と

白
色
発
光
す
る
こ
と
も
発
見
し
ま
し
た
。

今
後
も
閑
散
と
し
た
場
所
に
分
け
入
り
、

探
検
す
る
人
で
あ
り
た
い
。

岐阜大学大学院工学研究科
応用化学専攻
博士前期課程 2 年

中津 雄太 さん



ミキサーに音響管とスピーカーを
取り付け、ボウル内部の共鳴周波
数を測定。ホイップクリームなど
の体積の変化をかき混ぜながら計
測し、きめの細かさなどを数値で
確認できる。適切なタイミングで
攪拌を止めることで、一定の泡立
ちにすることが可能。

キウイフルーツの密度を全数測定し、追熟後の最終糖度を個体ごとに予測する検査装置。ベ
ルトコンベア上を流れる果実を、開放型のヘルムホルツ共鳴器に入れて共鳴周波数を測定。
体積と質量を計測することで密度を把握し、これにより糖度の予測が可能となる。

音響共鳴法による
キウイの糖度予測

PC アンプ

スピーカー

キウイなど

ビールの泡の質を測定する装置。
音響共鳴法を活用すれば、ビール
の泡のきめや泡立ち、さらには消
費者の嗜好性を大きく左右する
泡持ちなども計測が可能。企業の
商品開発に役立てることができ、
すでに飲料メーカーとの共同研究
なども進めている。

岐大で生ま
れるもの。

最先端研究の
現場。

現
在
は
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
や
製

菓
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
共
同
で
、
泡

立
ち
や
サ
ク
サ
ク
感
な
ど
の
評
価

方
法
に
関
し
て
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。
学
外
の
企
業
と
協
同
し
て

ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
共
鳴
に
よ
る
体

積
測
定
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開
発

し
、販
売
。
パ
ソ
コ
ン
に
加
え
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
も
対
応
し
て
お
り
、
誰
で
も

簡
単
に
使
え
ま
す
。
将
来
的
に
は
、

工
場
や
開
発
現
場
、
研
究
機
関
な

ど
に
と
ど
ま
ら
ず
、
重
さ
を
計
測

す
る
「
は
か
り
」
と
同
じ
よ
う
に
、

一
般
家
庭
に
も
広
く
普
及
し
て
い

け
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

私
の
専
門
は
食
品
工
学
と
い
う

分
野
で
、
そ
の
中
で
も
「
物
性
」
に

関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
物
性
と
は
物
理
化
学
的
性
質

の
こ
と
で
、
サ
ク
サ
ク
感
や
口
ど

け
な
ど
、
口
に
入
れ
た
時
の
食
感

に
大
き
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
私

は
、
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
共
鳴
を
使
っ

た
体
積
測
定
技
術
を
開
発
し
、
物

性
変
化
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ

と
で
、
食
感
を
制
御
す
る
仕
組
み

を
研
究
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
共
鳴
と
は
、
瓶
の

口
に
息
を
吹
き
か
け
る
と
ボ
ー
と

音
が
鳴
る
現
象
の
こ
と
。
こ
の
音

の
高
さ
は
容
器
に
入
れ
た
も
の
の

体
積
に
よ
っ
て
変
わ
る
た
め
、
共
鳴

音
の
変
化
を
調
べ
れ
ば
体
積
が
測

定
で
き
ま
す
。
通
常
、体
積
を
求
め

る
時
に
は
、物
質
を
水
に
浸
し
て
あ

ふ
れ
た
水
量
を
計
る
ア
ル
キ
メ
デ

ス
の
原
理
を
使
っ
た
方
法
が
用
い

ら
れ
ま
す
が
、こ
の
方
法
で
は
対
象

物
を
液
体
に
浸
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、食
品
に
は
不
向
き
で
す
。ま
た
、

レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
測
定
方
法
も
あ

り
ま
す
が
、こ
ち
ら
は
ス
キ
ャ
ン
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
。音
の
変
化
で

体
積
を
測
る
今
回
の
技
術
は
、従
来

の
欠
点
を
補
う
新
し
い
方
法
で
す
。

こ
の
計
測
技
術
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
に
応
用
で
き
ま
す
。
そ
こ

で
開
発
し
た
の
が
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
の
糖
度
予
測
装
置
で
す
。
キ
ウ

イ
は
収
穫
後
に
追
熟
さ
せ
、デ
ン
プ

ン
を
糖
に
変
え
て
甘
み
を
出
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、今
ま
で
は
収
穫
時

に
最
終
的
な
糖
度
を
知
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、密

度
が
測
定
で
き
れ
ば
デ
ン
プ
ン
の

量
が
分
か
る
た
め
、追
熟
後
の
甘
み

を
予
測
で
き
ま
す
。そ
こ
で
ヘ
ル
ツ

ホ
ル
ム
共
鳴
を
用
い
た
密
度
測
定

装
置
を
つ
く
り
、キ
ウ
イ
の
密
度
を

測
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
の
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
共
鳴
に
よ

る
測
定
法
は
、液
体
、固
体
を
問
わ

ず
使
え
ま
す
。と
こ
ろ
が
、パ
ン
生

地
を
測
定
し
た
時
に
問
題
が
発
生

し
ま
し
た
。
明
ら
か
に
膨
ら
ん
で

共
鳴
周
波
数
が
上
が
る
は
ず
な
の

に
、な
ぜ
か
下
が
っ
た
の
で
す
。
そ

の
原
因
は
気
泡
で
し
た
。
パ
ン
の

中
に
あ
る
気
泡
が
音
を
吸
収
し
て

共
鳴
周
波
数
を
下
げ
て
い
た
の
で

す
。そ
こ
で
私
は
、こ
の
周
波
数
の

変
化
を
逆
に
利
用
し
よ
う
と
考
え

ま
し
た
。
パ
ン
に
は
「
き
め
」
と
い

う
品
質
の
指
標
が
あ
り
ま
す
し
、

ビ
ー
ル
も
泡
立
ち
が
食
味
を
左
右

し
ま
す
。
そ
こ
で
共
鳴
周
波
数
の

変
化
か
ら
泡
の
大
き
さ
や
量
、
き

め
な
ど
を
数
値
化
。
測
定
結
果
を

も
と
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
運
転
条

件
を
修
正
し
、
期
待
す
る
食
感
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。

食
品
の
物
性
は
、
人
間
の
感
覚

に
密
接
に
結
び
つ
く
も
の
で
す

が
、
個
人
の
主
観
に
委
ね
ら
れ
る

部
分
が
多
く
、
い
ま
だ
に
そ
の
関

係
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
私
は
そ
の
部
分
を
科
学
的
に

明
ら
か
に
し
た
い
の
で
す
。
最
近

で
は
「
人
間
を
測
定
器
に
す
る
」

と
い
っ
た
試
み
も
始
め
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
人
間
が
サ
ク
サ
ク

感
を
感
じ
た
振
動
を
測
定
し
、
そ

の
中
で
特
徴
的
な
振
動
の
み
を
人

工
的
に
生
み
出
し
、
同
じ
感
覚
を

与
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
と
い
っ

た
試
験
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を
試
み
な
が

ら
、
少
し
で
も
食
品
の
物
性
と
人

間
の
感
覚
と
の
関
係
性
を
解
き
明

か
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

水を入れた瓶の口に息を吹きかけるとボーと音が鳴りますが、瓶の中の水量を変えると音の高さも変化します。

私はこの現象を活用した体積計測技術を開発しました。

現在はこの技術を応用し、果物や野菜の体積から密度を割り出し、糖度を予測する装置や、

共鳴周波数を解析してサクサク感や口どけなどの食感を制御する技術を開発しています。
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音で体積を測定する技術を開発。
サクサク感や口どけの制御が可能に！

岐阜大学応用生物科学部 応用生命科学課程

西津 貴久 教授

共
鳴
音
を
利
用
す
る
こ
と
で

体
積
を
瞬
時
に
計
測
で
き
ま
す
。

食
品
の
物
性
と
食
感
と
の
関
係
を

解
き
明
か
し
た
い
。



平成29年に発行した冊子「流域水環境の
問題を社会的・文化的側面から考える」。共
同セミナーで学生が準備した資料を学生自
ら再編集し、まとめている。流域水環境問
題の社会的、文化的側面が理解できるだけ
でなく、異なる国の学生の目から見た流域
水環境問題を知ることができる。

ひらけ！
授業の扉

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
で

は
、
水
質
や
水
資
源
、
農
業
や

灌か
ん
が
い漑
用
水
、
水
圏
生
態
系
な

ど
、
水
環
境
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

「
岐
阜
大
学
流
域
水
環
境
リ
ー

ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
は
、

そ
う
い
っ
た
途
上
国
の
水
環
境

問
題
の
解
決
と
施
策
立
案
に
活

躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
多
岐
に
わ
た
る
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
広

い
見
識
と
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
養
う
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る

修
士
課
程
の
学
生
は
岐
阜
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
の
社

会
基
盤
工
学
専
攻
、環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
専
攻
ま
た

は
応
用
生
物
科
学
研
究
科
生

産
環
境
科
学
専
攻
の
い
ず
れ

か
に
所
属
。そ
れ
ぞ
れ
が
各
自

の
分
野
か
ら
流
域
水
環
境
問

題
に
関
わ
る
授
業
を
履
修
し
、

専
門
知
識
を
伸
ば
し
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
偏
っ

た
見
解
で
し
か
解
決
策
を
見

出
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
3
専
攻
に
ま
た

が
っ
て
履
修
で
き
る
「
相
互
補

完
科
目
」
や
、
地
域
の
文
化
や

風
習
を
学
ぶ
「
人
文
・
社
会
科

学
分
野
関
連
科
目
」
な
ど
、
幅

広
い
分
野
の
授
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
半
数

以
上
は
留
学
生
が
所
属
し
、国

際
性
を
身
に
付
け
る
た
め
に

も
多
く
の
授
業
で
英
語
を
使

用
し
ま
す
。
例
え
ば
「
共
同
セ

ミ
ナ
ー
」
で
は
、
日
本
人
と
海

外
留
学
生
が
混
在
す
る
小
人

数
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
英
語

を
用
い
て
発
表
や
討
論
を
実

施
。
発
表
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

行
う
た
め
、学
生
た
ち
は
授
業

以
外
の
時
間
に
も
集
ま
っ
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
必

然
的
に
英
語
で
意
見
を
交
わ

す
機
会
が
多
い
た
め
、初
め
は

内
向
的
だ
っ
た
学
生
で
も
、
自

分
の
考
え
を
相
手
に
伝
え
よ

う
と
す
る
積
極
性
や
表
現
力

が
徐
々
に
身
に
付
い
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
日
本
人
学
生

と
留
学
生
の
交
流
の
み
な
ら

ず
、他
専
攻
の
学
生
同
士
が
関

わ
る
こ
と
は
、幅
広
い
意
見
に

触
れ
ら
れ
る
良
い
機
会
で
す

し
、多
様
な
意
見
を
ま
と
め
る

力
は
将
来
必
ず
役
に
立
つ
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
授
業
に
加
え
、
実

践
的
な
教
育
も
実
施
し
て
い

ま
す
。「
環
境
リ
ー
ダ
ー
育
成

特
別
演
習
」
で
は
、
水
環
境
に

関
わ
る
企
業
の
社
員
か
ら
講

義
を
受
け
た
り
「
グ
ル
ー
プ
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」で
は
、留
学

生
は
国
内
、
日
本
人
学
生
は
海

外
の
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
を

見
学
し
た
り
と
、
外
部
機
関
と

の
連
携
が
強
い
こ
と
も
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
特
長
で
す
。

学
生
に
は
こ
う
し
た
多
彩

な
授
業
を
通
し
て
学
ん
だ
専

門
知
識
や
国
際
性
、幅
広
い
視

野
を
生
か
し
て
、
各
国
で
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

彼
ら
が
研
究
者
や
教
育
者
と

な
り
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
を
生

み
出
す
“
流
域
水
環
境
リ
ー

ダ
ー
育
成
の
循
環
”が
生
ま
れ

て
い
く
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

岐阜大学大学院工学研究科
環境エネルギーシステム専攻 2年

エルダ ラフミライラ デスフィットリ さん

私は平成27年にインドネシアから
来日し、主に環境問題について学ん
でいます。インドネシアでは飲み水、

生活排水、廃棄物など、水環境にまつわる問題が深刻です。
そういった問題を解決するための知識をこのプログラムで学
んでいます。また「共同セミナー」では、さまざまな国の生徒
と意見を交わすので、考え方の違う意見も相手の文化を理解
しながら敬意を持って受け入れられるようになりました。今後
は博士課程に進む予定です。卒業後は帰国して大学教員に
なり、岐阜大学で学んだことを祖国に伝え、学んだ幅広い知
識を生かしてインドネシアの発展のために貢献したいです。

学んだ幅広い知識を生かして
インドネシアの発展のために貢献したい。

学生インタビュー

授業科目の紹介

このプログラムを通して、さまざま
な国の文化と留学生の思考に触れ
ることができたことにより、グロー

バルな視野を持ち多様な環境の中で自分の力を試してみ
たいという考えが大きくなりました。また、自分がこれま
で学んできたことに対して、工学的な視点からのアプロー
チに触れることができたことも非常に新鮮で面白く、大き
な財産となっています。就職後は、このプログラムを通し
て学んだコミュニケーション力と幅広い知識を活かして、
複合的な思考で国内外の多様な地域で「水資源の有効活
用」及び「水環境問題の解決」に尽力していきたいです。

グローバルな環境の中で学んだこと。
人生の分岐点。

岐阜大学大学院応用生物科学研究科
生産環境科学専攻 2年

武藤 啓悟 さん

共同セミナー
多岐にわたる環境問題の知識を共有して視野を広げ、プレゼンテーションやコミュニケーション能力を向上
することを目的としている。日本人学生を含む、出身国が異なる2～3名のグループを作り、事前学習、資料準
備、授業での発表、発表者を進行役として履修者全員でのグループ討論、発表者による総まとめを行う。通年
で隔週16回開講し、一回に2グループが発表する。発表テーマは教員が設定した多彩な案（水環境・水資源、
生態系と多様性、エネルギー、災害や防災、廃棄物処理と再利用、グローバル化などの10カテゴリー、計150
テーマ）から学生自らが選択する。また、資料準備、発表や討論はすべて英語によって行われる。

環境ソリューション特別演習Ⅱ
教員や学生を聴講者とする公開模擬講義を実施
し、学生の専門的な知識を講義する力を養う博士
課程の科目。人数や専門分野に応じてグループを
作り、学生が自ら決めたテーマに対し、グループ
内で講義全体の流れを討議し、各自で講義資料や
聴講者用評価シートを準備する。

グループインターンシップ
流域水環境分野の最前線で活躍している連携企
業や、行政の実務者、管理者の指導のもとで研修
を行い、現場の知識と経験を身に付ける。留学生
は国内で水質分析や水処理技術を学び、日本人学
生は途上国にて水処理やエネルギー需給など、現
地の環境問題への取り組みや現状とともに、歴史
や文化についても学ぶ。

共同セミナー指導
共同セミナーでの発表に向けて、
学生たちはグループごとに選んだ
テーマの事前学習と資料準備を行
う。その内容や英語表現について、
準備段階からプログラム推進室教
員によるマンツーマン以上のきめ
細かい指導を複数回にわたって受
け、発表内容を完成させる。
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「
岐
阜
大
学
流
域
水
環
境
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

途
上
国
が
抱
え
る

流
域
水み

 ず

環
境
問
題
を
解
決
す
る

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
。

幅
広
い
分
野
の
科
目
や
連
携
企
業
へ
の
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

国
際
色
豊
か
な
学
生
間
の
交
流
を
通
し
て
、

流
域
水
環
境
に
関
わ
る
問
題
解
決
に
必
要
な

専
門
知
識
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

岐阜大学応用生物科学部

平松 研 教授（左）

流域圏科学研究センター
流域水環境リーダー育成プログラム推進室長

李
リ

 富
フ ウ セ ン

生 教授（右）

途上国の流域水環境問題の解決をリードする人材を養
成する「岐阜大学流域水環境リーダー育成プログラム」。
海外からの留学生と日本人学生が在籍し、国際的なコ
ミュニケーション能力の向上のため、多くの授業は英語
で行われます。学生は所属する専門科目に加え、相互補
完科目を履修することで、幅広い分野の専門的な知識や
技能を身に付けます。政治や経済、文化など、問題発生
の背景を多角的に理解した上で、その土地の社会基盤
整備状況に応じた解決策を立案する能力を習得します。

岐阜大学流域水環境リーダー
育成プログラム
対象学生：修士課程3専攻（岐阜大学大学院工学研究科社会基盤工学専攻、
同環境エネルギーシステム専攻、応用生物科学研究科生産環境科学専攻）
※特に優秀な修了者は博士課程に進学可



「効率の良い練習」と「考える野球」を徹底。
目標は来季リーグでの勝ち点と新人戦での勝利です。

キャプテンとしてチームを
まとめる前川竜也さんは、

「関谷監督とは年齢が近い
せいか、アドバイスを聞き
に行きやすいです」と話す。

「練習にもよく顔を出して
くれるので一緒にいる時間
が長く、選手の意見もよく
聞いてくれます。監督の指
導通り、“考える野球”を実
践して勝利を目指したい」
と意気込みを見せる。

授業の合間に時間を見つけ、頻繁にグラウンドに足を運
ぶ関谷さん。バッティングフォームなど、一人ひとりに細
やかな指導を行う。最後は全員でグラウンドに一礼し、
全体練習が終了。

水曜日の午後、授業が終わるとすぐにグラウンドへ集まる
選手たち。まずは内野と外野でそれぞれ守備練習を行っ
た後、バッティングやピッチングの練習を行う。2時間とい
う短い時間でいかに練習効率を高めるかが重要だ。

昭和25年に創部。東海地区大学野球連盟内部の岐阜学生野球
連盟に所属し、6校のうち唯一の国立大学硬式野球部として奮
闘している。現在の部員は22名、マネージャーは6名（平成
29年11月時点）。授業や研究活動で多忙な中、毎週水曜日の午
後と週末に全体練習を実施。短い時間の中で連係プレーを中
心とした練習を行い、そのほかは自主練習で実力の強化を図
る。平成29年度より関谷竜成監督が就任し、春季リーグでは
接戦の末に1勝。また秋季リーグでは相手校に大差をつけて1
勝を収めた。来季は平成25年春以来の勝ち点を挙げるため、
部員一丸となって練習に取り組んでいる。

「岐阜大学硬式野球部」

プ
レ
ー
の
意
味
を
考
え
、目
的
意
識

を
持
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

将
来
は
高
校
教
師
に
な
り
た
い
と

思
い
、
学
び
を
深
め
る
た
め
に
岐
阜

大
学
の
大
学
院
に
入
学
し
ま
し
た
。

前
監
督
か
ら
声
を
掛
け
て
い
た
だ
い

た
の
が
き
っ
か
け
で
硬
式
野
球
部
の

監
督
を
や
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
人
に
教
え
る
職
を
目

指
す
私
に
と
っ
て
大
変
良
い
機
会
を

い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

う
ち
の
チ
ー
ム
は
野
球
に
対
し

て
ひ
た
む
き
な
部
員
ば
か
り
。
み

ん
な
試
合
に
勝
つ
こ
と
に
貪
欲
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
授
業
が
忙
し
く
、
チ
ー
ム

全
員
で
練
習
で
き
る
の
は
水
曜
の

午
後
と
土
日
の
み
。
し
か
も
準
硬

式
野
球
部
と
交
代
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
使
う
た
め
、
時
間
も
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
練
習
の
効

率
を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
。
み
ん

な
が
集
ま
っ
た
時
は
連
係
プ
レ
ー

を
中
心
に
練
習
し
ま
す
。
ノ
ッ
ク

を
１
カ
所
で
は
な
く
２
カ
所
同
時

に
行
っ
た
り
、
打
撃
練
習
の
ピ
ッ

チ
ャ
ー
を
増
や
し
た
り
す
る
な
ど
、

１
球
で
も
多
く
の
球
を
受
け
て
打

て
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
に
い
つ
も
話
す
の
は
「
1

つ
の
プ
レ
ー
に
対
し
て
よ
く
考
え
て

ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
。
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
上
達
す
る
た
め
に
、
目

的
を
持
っ
て
練
習
す
る
こ
と
は
と
て

も
大
切
で
す
。
一
つ
一
つ
の
プ
レ
ー

に
つ
い
て
、
部
員
同
士
で
課
題
を
話

岐阜大学大学院への入学を機に、成績が低迷していた岐阜大学硬式野球部の監督に就任した関谷竜成さん。
学生監督として選手と近い距離から的確なアドバイスを行い、
平成29年度には、強豪ぞろいの東海地区大学野球岐阜リーグで春季・秋季ともに1勝へと導いた。
チームキャプテンの前川竜也さんをはじめ、部員たちからも厚い人望を得ている。

し
合
う
場
面
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
練
習
の
成
果
が
現
わ
れ
、

今
年
の
春
季
・
秋
季
リ
ー
グ
で
は
と

も
に
１
勝
ず
つ
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
リ
ー
グ
戦
で
は

同
じ
対
戦
相
手
に
３
戦
の
う
ち
２

勝
し
な
い
と
勝
ち
点
は
取
れ
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
勝
ち
点
を
挙
げ
る
こ

と
を
目
標
に
、「
練
習
の
成
果
が
力

と
な
り
、
勝
ち
に
つ
な
が
る
」
と
い

う
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

指
導
者
と
し
て
的
確
な
教
授
法
で

部
員
た
ち
の
力
を
引
き
出
し
た
い
。

指
導
者
と
い
う
立
場
に
な
り
、
今

ま
で
選
手
と
し
て
感
覚
的
に
や
っ

て
き
た
こ
と
を
理
論
的
に
伝
え
る

の
が
、
大
変
難
し
い
こ
と
だ
と
実
感

し
て
い
ま
す
。
曖
昧
な
こ
と
を
言

わ
ず
、
常
に
論
理
的
・
科
学
的
な
根

拠
を
基
に
改
善
案
を
示
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
大
学
院
で
保
健
体

育
領
域
を
専
攻
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
例
え
ば
野
球
の
動
作
分
析
な

ど
、
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
が
指
導
に

生
き
て
い
る
と
感
じ
る
場
面
も
あ

り
ま
す
。
な
る
べ
く
複
数
の
改
善

案
を
挙
げ
て
、
そ
の
中
か
ら
選
手
が

自
ら
考
え
、
答
え
を
導
け
る
よ
う
な

指
導
を
心
が
け
た
い
で
す
。
そ
し
て

一
人
ひ
と
り
の
レ
ベ
ル
を
高
め
、
ま

ず
は
新
人
戦
を
勝
ち
抜
く
こ
と
が

目
標
。
監
督
と
し
て
は
至
ら
な
い

点
も
多
い
で
す
が
、
学
生
と
い
う
身

分
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
選
手
と

と
も
に
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

いまを駆ける！岐大生face

「曖昧ではなく論理的・科学的な指導で、
選手一人ひとりのレベルを高めたい。」

岐阜大学硬式野球部監督

関谷 竜成 さん
岐阜大学大学院教育学研究科 総合教科教育専攻
芸術身体表現コース 保健体育領域1年
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岐阜大学工学部電気電子・情報工学科3年

前川 竜也 さん



それまで休止状態だったツイッターを頻繁に更新。
他大学との交流も始まり、合同合宿も開催しています。

▲手話のレッスンDVDを見ながら練習するサーク
ルのメンバーたち。手話は限られた動作で日本語
をすべて網羅する必要があり、同じ動作で複数の
意味を持つこともある。

◀▲月に一度、平井さんと
の交流を通して、生きた手
話を学ぶ。また、この日は練
習を重ねた「手話歌」を平
井さんに披露した。

岐阜大学では今後、授業内容を文
字通訳できるボランティアを育成
するなど、聴覚に障害のある方が安
心して入学できる環境をより一層
充実させる必要があります。私たち
が「しゅわっち」を支援するのも、障
害のある方への支援を担ってほし
いと大いに期待しているから。とり
わけ代表の藤澤さんは、手話の練習
も熱心ですし、ぜひ障害への理解の
輪を広げていってもらいたいです。

①時計の針が正午を指すよ
うに、人さし指と中指を重ね
て額の中央に当てます。

①②右の手の平を左手の甲に
重ね、人さし指を立てながら
上にあげます。人さし指で「1」
を示すことで、「1番目に」とい
う意味を表します。

③右手と左手の人さし指を向き合
うように立て、人と人とが出会うよ
うに近づけます。

②両手の人さし指を立てて向か
い合わせ、人がおじぎをするよう
に両方の指先を曲げます。

平成27年6月、教育学部特別支援学校教員養成課程の学生が
集まり、自主サークルとして活動を開始。その後、サポート
ルームの支援の下、平成28年4月に正式なサークルとして発
足した。現在のメンバーは30名（平成29年11月現在）。他の
部活動やサークルと掛け持ちする学生も多いため、昼休みの
時間を中心に週に2回活動する。当初は手話検定用DVD教材
を使った自主勉強が中心だったが、現在は手話による文章表
現の実践練習などを取り入れるほか、外部への情報発信も積
極的に展開。中部学院大学や富山大学など他大学との交流を
図るほか、岐大祭に向けて「手話歌」を練習するなど、手話へ
の理解を広めようと力を入れている。

「岐大手話サークル しゅわっち」

実
践
形
式
の
練
習
を
取
り
入
れ

格
段
に
上
達
が
早
く
な
り
ま
し
た
。

私
は
高
校
時
代
か
ら
幼
稚
園
教

諭
に
な
る
の
が
夢
で
し
た
。
岐
阜

大
学
を
選
ん
だ
の
は
、教
育
に
つ
い

て
深
く
学
び
な
が
ら
、
幼
稚
園
教

諭
の
免
許
が
取
れ
る
か
ら
で
す
。

教
育
学
部
特
別
支
援
学
校
教
員

養
成
課
程
に
は
、
福
祉
関
連
施
設

で
実
習
を
行
う
「
介
護
体
験
」
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
事
前
授
業
で
は
、

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
平
井
知
加
子

さ
ん
が
ゲ
ス
ト
講
師
を
務
め
て
い

ま
す
。去
年
、平
井
さ
ん
か
ら
聴
覚

障
害
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。
そ
の
際
「
し
ゅ
わ
っ
ち
」
の
紹

介
が
あ
り
、
少
し
で
も
障
害
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
に
手
話
の
勉

強
を
し
た
い
と
思
い
、
サ
ー
ク
ル

へ
の
参
加
を
決
め
ま
し
た
。
代
表

を
引
き
継
い
だ
今
年
度
は
勧
誘
活

動
に
も
力
を
入
れ
、
そ
の
お
か
げ

で
15
人
ほ
ど
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
は

他
学
部
の
生
徒
も
集
ま
り
30
人
に

倍
増
し
ま
し
た
。

活
動
は
週
2
回
。
D
V
D
教
材

で
勉
強
す
る
ほ
か
、
最
近
で
は
手

話
で
文
章
を
作
っ
て
み
ん
な
の
前

で
発
表
す
る
実
践
形
式
の
練
習
も

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
以
前
よ
り

も
上
達
速
度
が
格
段
に
上
が
り
ま

し
た
よ
。
ま
た
、ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ

る
情
報
発
信
も
積
極
的
に
行
い
、

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
中
部
学
院
大

学
や
富
山
大
学
の
手
話
サ
ー
ク
ル

と
も
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今

教育学部特別支援学校教員養成課程の講義で、聴覚に障害のある方から手話に関する話を聞き、
「岐大手話サークル しゅわっち」に興味を持ったという藤澤知優さん。
平成29年4月からは、サークルの代表を4年生から引き継いだ。
ツイッターでの情報発信、新入生の勧誘、他大学との合同合宿などを実施するほか、
最近では手話の魅力を発信したいと「手話歌」にも挑戦している。

年
の
夏
に
は
富
山
県
の
キ
ャ
ン
プ

場
で
合
同
合
宿
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
も
お
互
い
行
き
来
し
な

が
ら
情
報
交
換
で
き
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

将
来
は
手
話
の
経
験
を
活
か
し
て

聾
学
校
の
幼
稚
部
で
働
き
た
い
。

私
自
身
、
岐
阜
大
学
の
吹
奏
楽

団
の
活
動
と
並
行
し
て
、
サ
ー
ク

ル
の
代
表
を
務
め
て
い
る
の
で
、

時
間
の
配
分
に
苦
労
す
る
こ
と
も

多
い
で
す
。
そ
れ
で
も
今
年
は
、

よ
り
多
く
の
人
に
手
話
に
興
味
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
、
曲
の
歌

詞
に
合
わ
せ
て
手
話
を
行
う
「
手

話
歌
」
に
メ
ン
バ
ー
全
員
で
初
め

て
挑
戦
し
ま
し
た
。
披
露
す
る
予

定
だ
っ
た
岐
大
祭
は
残
念
な
が
ら

台
風
で
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
み
ん
な
で
一
つ
の
目
標

に
向
か
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

団
結
力
が
生
ま
れ
た
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
ど
ん
ど
ん
手
話
の
魅

力
を
発
信
す
る
機
会
を
増
や
し
て

い
き
た
い
で
す
。

幼
稚
園
教
諭
を
目
標
に
入
学
し

た
私
で
す
が
、
サ
ー
ク
ル
活
動
だ

け
で
な
く
、
鈴
木
祥
隆
助
教
の
ゼ

ミ
の
授
業
で
も
聴
覚
障
害
や
手
話

に
つ
い
て
学
ぶ
う
ち
に
、
将
来
は

特
別
支
援
学
校
の
教
員
に
な
り
た

い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
手
話
の
ス
キ
ル
を
高

め
て
、
聾
学
校
の
幼
稚
部
で
活
躍

し
た
い
で
す
。

いまを駆ける！岐大生face

「手話に触れたことのない人達に
手話への理解を広めていきたい。」

❶

❷

❶
12❸ ❷

〜はじめまして編〜 〜こんにちは編〜

手話の動きには
意味があるので、
面白いですよ！

藤澤さんの

手話講座

岐大手話サークル しゅわっち 代表

藤澤 知
ち ひ ろ

優 さん
岐阜大学教育学部
特別支援学校教員養成課程 3年

藤澤さんをよく知る、サポートルームの

舩
ふ な こ し

越高
こ う じ ゅ

樹 特任助教に伺いました！
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岐阜大学基金

法人・団体等
（株）YSコンサルティング 様

（株）天野企画 様

（株）後藤紙店 様

個人
青 木 　 　 佐 様

赤 座 　 　 壽 様

阿 部 　 　 昇 様

荒 川 　 浄 信 様

荒 幡 　 一 男 様

安 藤 　 正 俊 様

飯 田 　 政 敏 様

石 井 　 昭 人 様

市 川 　 幹 雄 様

伊 藤 　 　 彰 様

伊 藤 　 利 浩 様

伊 藤 　 弘 和 様

伊 藤 　 弘 成 様

井 戸 田 綾 子 様

稲 垣 　 克 己 様

稲 垣 　 幸 男 様

稲 川 　 雅 章 様

伊 能 の り 子 様

今 井 　 　 亘 様

岩 瀬 　 明 彦 様

岩 田 　 哲 夫 様

岩 田 　 　 廣 様

岩 田 　 眞 征 様

岩 田 　 　 元 様

上 田 　 二 郎 様

上 田 　 元 信 様

上 野 　 康 定 様

海 野 　 泰 一 様

江 頭 　 真 二 様

榎 戸 　 善 成 様

大 井 　 　 保 様

大 野 　 晴 生 様

大 橋 　 宏 重 様

大 𦚰 　 文 子 様

岡 﨑 　 正 樹 様

岡 田 　 直 司 様

岡 田 　 　 実 様

小 川 　 　 健 様

奥 野 　 毅 彦 様

奥 村 　 祐 輔 様

小 栗 　 敬 彦 様

梶 田 　 泰 司 様

片 田 　 早 苗 様

片 山 　 誠 一 様

勝 野 　 淑 代 様

加 藤 　 勝 壱 様

加 藤 　 忠 作 様

加 藤 　 利 純 様

金 井 　 清 吾 様

可 児 　 光 子 様

加 納 　 宣 康 様

神 谷 　 隆 夫 様

川 﨑 　 雅 規 様

河 村 　 義 則 様

川 本 　 貴 明 様

菊 地 　 正 浩 様

菊 永 　 裕 行 様

菊 輪 　 　 豊 様

木 下 　 　 学 様

木 村 　 志 づ 様

木 村 　 長 治 様

葛 巻 　 重 光 様

栗 田 　 尚 子 様

小 池 　 寛 司 様

神 山 　 光 一 様

後 藤 　 　 稔 様

小 西 　 花 林 様

小 林 　 俊 一 様

古 保 　 　 晃 様

小 見 山 輝 人 様

近 藤 　 　 孝 様

近 藤 　 　 洋 様

近 藤 　 幹 夫 様

齋 藤 　 由 美 様

榊 原 　 幸 宏 様

坂 下 　 盈 彦 様

酒 向 　 淳 匡 様

佐 々 　 文 成 様

佐 藤 　 博 司 様

佐 藤 　 広 之 様

澤 井 　 克 弘 様

塩 澤 　 晃 弘 様

柴 田 　 勝 美 様

柴 田 　 仁 美 様

島 田 　 俊 一 様

島 田 　 幹 夫 様

清 水 　 範 子 様

清 水 　 宏 晏 様

下 平 　 友 人 様

杉 原 　 秀 高 様

杉 山 惣 七 郎 様

杉 山 　 道 雄 様

鈴 木 　 光 雄 様

関 村 　 恵 子 様

高 尾 　 秀 男 様

髙 須 　 信 明 様

髙 谷 　 日 和 様

高 橋 　 　 強 様

髙 見 　 浩 三 様

髙 宮 　 秀 至 様

髙 村 　 紀 行 様

田 口 　 　 敬 様

武 田 　 幸 夫 様

竹 本 　 正 弘 様

田 中 　 瑞 人 様

棚 瀬 　 繁 雄 様

玉 井 　 順 子 様

田 村 　 茂 雄 様

中 馬 　 悟 朗 様

槻 尾 　 義 昭 様

辻󠄀 井 　 兼 正 様

津 田 　 　 勝 様

手 取 屋 征 夫 様

虎 前 　 浩 二 様

内 藤 　 浩 司 様

長 井 　 茂 明 様

長 嶋 　 　 郁 様

西 尾 　 俊 勝 様

丹 羽 　 憲 司 様

野 澤 　 和 彦 様

野 澤 　 義 則 様

野 寺 　 夕 子 様

羽 賀 か ほ り 様

長 谷 川 尚 良 様

原 　 　 弘 隆 様

坂 　 　 秀 己 様

阪 野 　 敏 彦 様

日 比 野 一 康 様

廣 江 　 達 雄 様

福 岡 　 直 哉 様

藤 井 　 敏 男 様

藤 代 　 　 勝 様

藤 浪 美 代 子 様

堀 中 　 敏 弘 様

牧 　 　 栄 伸 様

松 浦 　 宏 允 様

松 野 　 知 文 様

松 村 　 正 幸 様

水 野 　 邦 彦 様

溝 口 　 敏 博 様

光 田 　 佳 代 様

御 村 　 佳 代 様

味 元 　 宏 道 様

宮 武 　 博 明 様

森 田 　 泰 紹 様

安 田 　 寛 二 様

谷 髙 　 荘 一 様

山 内 　 　 裕 様

山 口 　 晴 輝 様

山 下 　 藤 隆 様

山 田 　 啓 二 様

山 田 　 博 文 様

吉 位 　 栄 七 様

吉 澤 　 隆 志 様

吉 田 　 　 稔 様

𠮷 田 　 　 亮 様

米 谷 　 　 敏 様

脇 若 　 保 雄 様

渡 邉 　 一 彦 様

渡 邉 　 　 曉 様

イビデン（株） 様

大垣精工（株） 様

西濃印刷（株） 様

福寿工業（株） 様

双葉会 様

（特非）エコ・テクル岐阜 様

（有）中垣技術士事務所 様

飯田ネームHD（株） 様

岐阜大学基金創設の趣旨
　本学が、更なる飛躍発展を遂げ、地域社会からの信頼と期待に応え、地域社会に貢献できる大学としての責任を果たすためには、流動的・機動的資金の

運用が可能である基金が必要であることから、平成21年6月に創立60周年記念を契機として「岐阜大学基金」を創設いたしました。

　この基金は、多くの皆様のご協力により、学生に対する奨学金や国際交流事業、特色ある研究活動への支援、地域社会への貢献事業、キャンパス整備な

ど継続的な教育研究活動に活用することとしております。

ご寄附者芳名録
　平成29年4月から平成29年9月末までにご寄附いただいた方で、掲載をご了承いただいた方を五十音順にご紹介させていただきます。また、10月以降

にご寄附をいただきました方につきましては、次号にて掲載させていただきます。なお、本学役職員につきましては割愛とさせていただきました。

　現在、実施しております学生支援事業、教育研究活動支援事業、地域貢献活動支援事業、キャンパス環境整備事業、特定事業（寄附者が指定する事業）

等を充実するために、今後とも、岐阜大学基金へより一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

岐阜大学基金の詳細については、Webをご覧願います。
http://www.gifu-u.ac.jp/fund/

岐阜大学基金についてのお問い合わせ先
岐阜大学基金事務室　〒501-1193　岐阜県岐阜市柳戸１番１
TEL 058-293-3276　FAX 058-293-3279　Ｅ-mail  kikin@gifu-u.ac.jp

多くの皆様から
岐阜大学基金へご寄附をいただき、
心よりお礼申し上げます。

広西大学における活動

　　　 プレゼント応募締切：

平成30年 5月31日㈭必着
※当選者の発表は、賞品の発送をもっ
て代えさせていただきます。

▶▶▶

やさ茶を Present !

今後のよりよい誌面作りのため、皆様からのご意見やご要望をお待ちしています。

岐阜大学広報誌「岐大のいぶき No.34」に添付されたアンケートハガキでアンケー

トにご協力いただいた方の中から、抽選で6名様に『やさ茶（500ml 4本）』
を進呈いたします。プレゼントをご希望の方は、アンケートハガキにお名前、ご住所、

電話番号をご記入ください。

岐阜大学広西大学内オフィスにて
（左：佐藤、右：矢野）

岐阜大学は、事務系職員を対象とした海外研修を実施しています。
この研修は、本学の将来ビジョンに掲げられた「国際化（地域に根ざした国際化

と成果の地域還元）」を実現するために、国際的な産学連携・岐阜地域のグローカ
ル化に関連する実務の経験、および、大学運営を支える事務職員の能力向上を目
的としています。平成28年度から始まり、平成29年度（10月24日～11月20日）
で2回目の実施となります。今回は、佐藤孝英 係員（総合企画部総務課）、矢野匠
係員（総合企画部企画課）の2名が、本学の大学間学術交流協定大学である中国・
南寧市にある広西大学と、岐阜大学上海オフィスの2カ所で研修を行いました。

岐阜大学はさらなる国際化に向けて、今後も事務系職員の能力向上を図る取
り組みを進めていきます。

平成29年度からの新しい研修内容も盛り込み、以下のような学生および教職員との
交流、さらには本学と広西大学との良好な協定関係を継続していくことに尽力しました。
◎ 協定校の在り方の再確認と要望の確認
◎ 岐阜大学への交換留学制度の周知・留学を希望する学生への対応
◎ 交換留学方法についての詳細なポスターの作成・展示
◎ 岐阜大学フェア in 広西大学の開催
◎ 日本語講座の企画・実施
◎ 初級中国語授業の受講
◎ 岐阜大学フェア in 広西大学、日本語講座、岐阜大学広西大学内オフィスに関するアンケートの実施・分析

岐阜大学上海オフィスにおける活動

岐阜大学上海オフィスでは、中国に進出している岐阜県企業との交流、岐阜大学海外オフィスの今後の在り方
の検討をメインに活動しました。また、他大学の海外オフィスにも訪問し、現状の把握と今後の海外オフィス活用
の可能性について具体的に意見交換しました。

第２回 事務系職員海外実務研修を終えて

研修の様子は、岐阜大学の魅力を発信する
「Gプロジェクト」HPよりご覧いただけます  https://gproject.gifu-u.ac.jp/teacher_project/

JAPAN
上海

岐阜

南寧

CHINA

岐阜大学フェア in 広西大学

広西大学
広西大学は1928年に設立され、広西チワン族自治区の

南寧市に位置しています。本学とは昭和61年から大学間
学術交流協定を結んでいます。広西大学は31の学院があ
り、学生数、敷地面積は本学の約5倍の規模を誇ります。
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推薦入学Ⅰ…大学入試センター試験を課さない入試　　推薦入学Ⅱ…大学入試センター試験を課す入試

「岐大のいぶき」について
「いぶき」は、滋賀・岐阜県境にある伊吹（いぶき）山と生気・活気を意味する息吹をかけて名付けられました。岐阜大学のある濃尾平野には、
" 伊吹おろし " と呼ばれる強い季節風が吹き込みます。これになぞらえ、本誌には、岐阜大学の活力（いぶき）を地域から世界へ感じさ
せたいという願いが込められています。

■「岐大のいぶき」についてのご意見ご感想をお待ちしております。
送付先 / 岐阜大学総合企画部総務課広報室広報係　〒 501-1193 岐阜市柳戸 1 番 1
TEL 058-293-2009 　FAX 058-293-2021　 Email kohositu@gifu-u.ac.jp

http://www.gifu-u.ac.jp/about/publication/publications/ibuki.html

岐大のいぶきは Web からもご覧いただけます！

入試情報 ―学部入試（第 3年次編入学除く）―

学部・学科等名 入学定員
一般入試 特別入試

前期日程 後期日程 推薦入学Ⅰ 推薦入学Ⅱ 社会人 帰国生

教
育
学
部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

国語教育 24 19 5

社会科教育 36 28 8

数学教育 24 16 8

理科教育 36 20 16

音楽教育 12 8 4

美術教育 10 6 4

保健体育 16 7 7 2

技術教育 10 6 4

家政教育 12 8 4

英語教育 24 14 10

学校
教育

心理学コース 15 10 5

教職基礎コース 11 7 4

小計 230 149 67 14

特別支援学校教員養成課程 20 15 5

計 250 164 72 14

地域
科学
部

地域政策学科  （50）
60 21 6 10 2 1

地域文化学科 （50）

計※₁ 100 60 21 6 10 2 1

医
学
部

医学科 110 32 35 43※₂

看護学科 80 47 20 10 3

計 190 79 55 10 43 3

工
学
部

社会基盤工学科
環境コース

60
13 14 ア）2 　

イ）2 　
防災コース 13 14 2

機械工学科
機械コース

130
37 37 5

2
知能機械コース 23 23 3

化学・生命工学科
物質化学コース

150
39 39 6

2
生命化学コース 30 30 4

電気電子・
情報工学科

電気電子コース

170

34 35 5

3情報コース 32 32 5

応用物理コース 11 11 2

計 510 232 235 43※₃

応用
生物

科学部

応用生命科学課程 80 54 10 6 10

生産環境科学課程 80 50 10 10 10

共同獣医学科 30 26 4

計 190 130 20 16 24

合計 1,240 665 403 32 134 5 1

平成30年度学生募集人員

※1	 地域科学部の入試は学科の区別をせず学部単位で行います。所属学科は2年次後学期に専門セミナーの選択を通じて決定します。
※2	 医学部医学科の推薦入学Ⅱ特別入試の募集人員43人には、地域枠推薦28人を含みます。
※3	 工学部の推薦入学Ⅱ特別入試の募集人員は、「選抜の対象」により異なります。
		 　選抜の対象	 ア）高等学校等の普通科又は理数に関する学科を卒業見込みの者：募集人員はコースごと
			  イ）高等学校等の工業に関する学科を卒業見込みの者：募集人員は学科ごと

大学入試センター試験 平成30年1月13日㈯、14日㈰
前 期 日 程 試 験 平成30年2月25日㈰［教育学部実技検査、医学部医学科面接　26日㈪］
後 期 日 程 試 験 平成30年3月12日㈪［医学部医学科面接　13日㈫］

詳細については、「入学者選抜に関する要項」、各「募集要項」でご確認ください。
Webサイト（http://www.gifu-u.ac.jp/）の「入試案内」も併せてご覧ください。


